
　平成２６・２７年に要望書をいただき、大分県別府土木事務所へ要望活動を
行っています。本年度、大分県議会土木建築委員会にも、要望書を提出しまし
た。現状護岸も老朽化が進み、危険な状況となっています。引き続き市からも
要望していきます。

回答内容

要望に対する回答

要望事項

　堤防が出来てから５０～６０年経ち老朽化している。５年以上県に申請し
ているが、市として県に申請していただきたい。

1

番号

要望事項

番号

　昨年も要望した波多方トンネルの大田側にカメラをつけていただきたい。

2

回答内容

　防災カメラは、原則として、河川の氾濫や内水被害が想定される地域に設置
することとしており、現時点では設置は考えていません。

要望事項

番号 　地方創生について、行政としてどのように取り組んでいるのか。また、ど
のような成果がでているのか。第１回目の見直しをしたそうであるが、ス
ムーズに進んでいるのか教えていただきたい。3

回答内容

　事業担当課による内部評価を、さらに有識者を含む評価会議による外部評価
を行い、毎年度総合戦略の見直しを行っています。平成２９年度評価を現在
行っていますが、平成２８年度評価では、前年度より評価の良くなった項目は
６２項目中２０項目で、外部評価においても、事業は現状維持で進めることが
適当との評価をいただいています。
　６月には、平成３０年度版まち・ひと・しごと創生総合戦略と平成２９年度
総合戦略期末評価報告書を公表いたします。
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要望事項

番号 　地方創生の中で自治協がクローズアップされているが、福祉の観点ばかり
であると感じる。地域の農産物を出荷するにしても集荷ができない。そこに
経済的な観念がないように感じる。経済活動のカタチがみえないので、もっ
と経済活動をするようにしていただきたい。4

回答内容

6

回答内容

　現在、杵築の市道延長は、約９７０ｋｍあり、うち未舗装延長が約１５８ｋ
ｍ（全延長の約１６％）となっています。現在、舗装修繕と合わせて少しずつ
ではありますが、未舗装区間の解消を図っています。
　また、生コン支給制度等により、地域の方々の協力を得ながら未舗装区間の
解消を図っています。今後も、引き続き、市民の皆様のご協力をお願いしま
す。

要望事項

番号

　大田杵築線はいつ頃通れるのか教えていただきたい。

回答内容

　平成３０年度から住民自治協議会において、地域資源である農産物やその加
工品などの商品開発や付加価値の向上などを図る取り組みを行う予定です。
　また、農産物の集荷及び出荷の仕組みづくりや、ふるさと納税の返礼品への
参入による販売体制の構築に努めてまいります。

要望事項

番号
　市道の舗装がされていないところが多い。責任を持って舗装していただき
たい。

5

　事業主体であります大分県別府土木事務所では、平成３１年３月末開通を目
標に工事を進めています。
　市としても大田地域と杵築地域を結ぶ重要な路線です。遅延のないよう要望
や協力をしていきます。

2 



番号 　合併をしたら中心地から離れた地域はもれなく衰退していく。施策として
具体策が出てこない。結果として学校はなくなった。山香には国道１０号、
日豊線が通っている。住宅政策の具体策を示しながら人を呼び込むようにお
願いしたい。（向野、上市と成功例がある。）7

回答内容

　道の駅をしっかり考えていただきたい。

要望事項

回答内容

　本市では、豊後梅を市木に制定しています。また、大分県の県木、県花にも
選定されている豊後梅は、江戸時代に杵築藩主松平家から毎年将軍家に大梅の
砂糖漬が献上され、その美味なことと、果実の大きいこと、更に花の優美なこ
とで、豊後の名産品として広く世に知られることとなりました。
　「重要伝統的建造物群」に選定され、江戸時代の風情を色濃く残す本市の歴
史を物語る市木である豊後梅を後世の市民に伝えていくことが大切であると考
えます。そのため、市有地には豊後梅を植栽していきたいと考えています。

回答内容

　現在、杵築インター内に道の駅を整備するうえでの前提となる土地利用の条
件と、大分空港道路・県道大田杵築線の交通に与える影響について、昨年末か
ら県と協議を重ねています。杵築インターに道の駅を設置するメリットを最大
限に活かして、杵築市全体の活性化に寄与する施設となるよう整備を進めてま
いります。

要望事項

番号

　河津桜を市有地に植え付けをさせていただきたい。

10

9

　現在、市では公共交通の利便性の高い場所などへの居住を誘導する施策を計
画しています。中心地から離れた地域では、地域住民等のご意見を聞いた上
で、一定の住民サービスが確保できるような施策を検討します。
　平成３０年度は、中山香地区で分譲住宅用地造成事業を行います。

要望事項

番号
　使われていない小学校跡地をどうするのか。平時の維持管理をお願いした
い。

8

回答内容

　学校跡地利用については、地元住民自治協議会等と協議、検討いたします。
草刈り等平時の維持管理は、市において対応します。

要望事項

番号
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番号

　杵築市のイベント等の年間カレンダーを作っていただきたい。

11

回答内容

　各種イベント・行事の開催日や時間について不確定のものが多く把握が困難
です。事前に印刷する「年間カレンダー」で正確な情報発信ができないため、
カレンダーの作成はできません。
　イベント情報は、毎月発行している広報きつきや市公式ウェブサイト、ケー
ブルテレビ「杵築ど～んとチャンネル」のイベント紹介コーナー、データ放送
などでお知らせしていきます。

要望事項

要望事項

　生薬栽培の将来性と採算についての見通しを教えていただきたい。

12

回答内容

　生薬の生産や販売については、実需者（生薬会社）の要望にいかに応えてい
くかにかかっています。したがって、生薬会社が加入する公益社団法人東京生
薬協会と協議して、品目、数量、品質等を調整してまいります。
　また、薬用植物を生薬以外に利用することについても研究し、地域振興や産
業振興の一助のための材料に使えないか検討しています。

要望事項

番号
　１月で「在り方検討委員会」が途切れている。途切れている間、情報が全
く入ってこない。経過について教えていただきたい。

13

　昨年１２月に、第５回杵築市立病院在り方検討委員会を開催し、山香病院の
経営状態や市財政の状況、建設市場の高騰などを総合的に勘案し、建て替え時
期を当分の間見合わせることを確認し、検討委員会のこれまでの議論のまとめ
と提言を答申書として、市長に提出することが了承されました。
　本年２月７日に、第６回検討委員会を開催し、答申書案の審議を行い、同月
２２日に答申書を市長に提出いたしました。
　なお、検討委員会の資料や答申書につきましては、市ウェブサイトにおいて
公開しています。また、4月に発行する市報において、その概要をお知らせしま
す。

番号

回答内容
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要望事項

番号

番号 　都会に比べて募金が多い。高齢者の多いところから赤い羽根募金や歳末助
け合い募金など半強制的（民生委員等）にお金を集めるのに疑問を感じる。
また、募金金額を１戸あたりいくらという規制を外していただきたい。14

回答内容

　多くの団体への募金を市や杵築市社会福祉協議会から各区長を通じて広く市
民の皆様にお願いしています。また、歳末助け合い募金については、募金額の
増により高齢者などへの配分が出来るよう民生委員等も個別に募金活動を行っ
ています。
　各種募金における１戸あたりにお願いする募金額は、あくまでも目標額であ
り強制的なものではありません。しかしながら、募金額が少額となれば各団体
の活動費（配分）に影響が生じてくることにもなります。
　各団体の活動趣旨をご理解いただき、引き続きご支援いただきますようご理
解をお願いします。

要望事項

　障がい者の相談支援事業所の質を高めていただきたい。

15

回答内容

　障がいの種別によらない一元的な障害福祉サービスの充実を図るため、相談
支援員等による発達障害や高次脳機能障害、難病等各種研修会への参加を推進
します。
　また、地域包括ケア会議での事例検討を重ね、様々な障害等に対する支援技
術の向上と人材育成に努めていきます。

要望事項

番号 　杵築市は高齢化が進んでおり高齢者の事故が多発しているが、免許証を返
納した際、高齢者の移動手段が大変である。市の対応としてどのような形で
対応しているのか教えていただきたい。16

回答内容

　平成２３年４月から「高齢者運転免許自主返納支援事業」を実施しており、
７０歳以上の高齢者で、かつ、運転免許証の有効期間内に免許証を自主的に返
納された方を対象として、申請していただいた方には、県内バス会社共通乗車
回数券、または、市コミュニティバス・乗り合いタクシー乗車回数券１万円相
当分を交付しています。
　本市の公共的な移動手段は、まず基幹軸となる鉄道、民間路線バスがありま
す。それらの路線以外をカバーするため、コミュニティバスと乗合タクシーを
民間の交通事業者に運行委託することによって、移動手段を確保しています。
　民間路線バスは、赤字路線に対し、運行経費の助成を行い、路線の継続をし
ていただいています。今後も運行経路、運行時間など「持続可能な地域公共交
通」の実現に向けて計画的な見直しを行っていきます。
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回答内容

　公共施設の更新需要が集中する中、事業費、事業量の平準化を図りながら事
業を進めています。杵築中学校の改築事業では、校舎棟は３０年度中に、体育
館棟とプールは３１年度完成予定です。なお、学校給食センターの改築事業、
杵築地域のケーブルテレビ網の更新事業も３０年度から本格化します。
　市民ホールの建設につきましては、補助金等の確保が約束されていませんの
で財源的には非常に厳しい事業です。現在、具体化している大型事業による後
年度負担等を十分検討のうえ、判断したいと考えます。

要望事項

　提案に対して市民がアイデアや声を（自由に）吸い上げる活動もやってい
ただきたい。一緒に市政（まちづくり）を行う立場で。

18

回答内容

　元気で活力のある協働のまちづくりを推進することを目的に、市民自らが企
画提案して実施する公益性の高い事業に対して、市民提案型まちづくり事業補
助金の制度を設けています。
　これは、市内で活動する５人以上で組織された団体（会社組織の法人は除
く）に事業提案をしていただき、１団体あたり５０万円を限度として、審査会
で審査した後、補助金を交付しています。
　今後も、市報、ホームページなどで制度の周知を図り事業の推進に努めま
す。
　また、住民自治協議会で、地域住民や地域内の各種団体から、提案や課題を
収集、集約してもらい、住民自治協議会と行政が一緒になって協議を行う体制
を整え、市民の意見が市政に反映されるよう努めていきます。

番号

要望事項

番号

　市民ホールを建設していただきたい。

17
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